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“Fake” Dances and “Original” Bangles: 
The Experience of Samburu “Warriors” in a Tourist Resort
Nakamura Kyoko*
The coastal region of the Republic of Kenya, including Mombasa, the second largest 
city of the country, is one of the foremost tourist resorts in the African continent.  The 
blue Indian Ocean and white sand beaches attract as many as one million tourists per 
year, mainly from European countries.  Young unmarried Samburu males, called “war-
riors,” come to this resort area as migrant workers from their semi-arid home region 
800 kilometers away to make money by selling their beadsworks as souvenirs and 
showing their dance as a tourist attraction.  The Samburu, one of the Maa-speaking 
groups who share their language and culture with the renowned Maasai, appeal to 
tourists with the exoticism of their “traditional” and “primitive” images.  “Warriors” 
whose bodies are decorated with elaborate beaded adornments are especially eye-
catching and feature in many postcards and on the front cover of tourist pamphlets.
In this paper, I focus on the Samburu warriors’ experiences through their dances 
and adornments.  In the tourism context, their dances and adornments have changed 
visibly and invisibly.  By clarifying such differences, I discuss how their experiences of 












示することを太田［1993: 383-410, 1998: 69-94］は「文化の客体化」という概念で説明した．
彼は人類学において支配的であった，「純粋な文化」が「消滅するという（エントロピックな）
語り口」が，対象社会に住む人びとのおこなう文化の生産・創造を「非真正な」行為としてネ





















本 1999: 158-159］．すなわち，太田［1993, 1998］の立場は「観光文化」，「民族文化」といっ
た区別を否定しているのに対して，橋本は両者の文脈を混同しては「観光」に独自の問題は明


























































業にかかわり始めたのは，それより 10 年ほど遡る 1960 年代の終わりから 1970 年代のはじ
めであったと考えられる．その当時，ナイロビの郊外にイギリス人入植者がつくった「メイ
ヤーズ・ランチ」と呼ばれる牧場があり，観光客向けにマーサイのダンス・ショーなどをおこ
なっていた［Bruner and Kirshenblatt-Gimblett 1994; Bruner 2001］．あるとき，このランチに
夜警として雇われていたひとりのサンブル（当時のモラン）が「それなら自分にもできる」と
言って踊ってみせた．するとランチのオーナーは故郷から仲間を呼びよせるように言い，約 
10 人のモランと数人の女性が働くことになった．1) 1970 年代のはじめにこのランチで働いて
いた長老の話から，当時の様子をうかがい知ることができる．
















ブルにもどってから，貯めていた 600 シリングで 34 頭のヤギを買った．それっきりリムル
へはもどっていない（2002 年 1 月 1 日採録）．





メイヤーズ・ランチに続いて 1971 年には，ケニア政府が約 10 の民族の伝統的な家屋を模
して建てられた家々からなる民族村（「ボーマス・オブ・ケニア2)」）をナイロビに設立した
















私がモンバサ周辺で調査をおこなった 2001 年～2003 年にもサンブルはムトゥワパに集
まって住んでいた．ムトゥワパはモンバサ市街から北へ 20 km ほど行った北海岸沿いにある
（図 1）．故郷から初めてモンバサに出稼ぎに来るもののほとんどは，この町の名前だけを手が














ばムトゥワパを訪れる．2003 年 1 月から 2 月にムトゥワパには 164 人のサンブルがいた．そ



















ンスのために，ふつうは 2～30 人，多いときには 50 人以上が集まる．儀礼のない日常におい
ても，モランは不定期に夜ふけに集まって踊る．こうしたモランのダンスには未婚の娘たちも

















































ダンスの曲の構成は，故郷では 6～7 曲が 2～3 時間以上かけて踊られるが，ショーのダン






























































































































































































































前述したナイロビにある民族村（「ボーマス・オブ・ケニア」）で 30 年前に働いていた長老 
B と，現在モンバサで働いているモラン B の長髪に関する語りを次に示す．











を塗り込んだ（2002 年 3 月 3 日採録）．















うと思っている（2002 年 12 月 30 日採録）．
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